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はじめに
医療ビッグデータとは何かⅠ

　医療にかかわらず，「ビッグデータ」
という言葉をよく耳にするようになっ
た．では“ビッグデータとは何か”と
いう定義については明確に定義されて
いないが，日々膨大に生成・記録され
る時系列性のデータを指すことが多い
と言われている．医療におけるビッグ
データもさまざまであるが，患者が医
療機関を受診することで生まれるデー
タもその1つとなる．病名情報，薬剤
処方，手術実施，検査結果，画像情報
など，患者1人から幅広いデータが生
まれる．これらの日々発生するデータ
が蓄積されたものが，医療ビッグデー
タの1つとなる．

　近年，医療ビッグデータを用いた調査，研究等が多数

行われている . 本稿では，医療ビッグデータの概要，医

療データからどのような分析を行うことができるのか，

呼吸器領域における分析結果等を記載する．
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　医療ビッグデータの元データについ
て3つ例を挙げると，1つ目は電子レセ
プトデータ．医療機関等が紙で保険者
に医療費を請求する際に使用する指定
フォーマットのデータとして利用され
る．2つ目はDPCデータ．包括医療費
支払い制度（DPC）に基づく厚生労働省
に提出するための指定フォーマットの
データである．3つ目は電子カルテに
蓄積されているデータで，これには病
院内で入力したさまざまな情報が入力
されている．

医療ビッグデータから 
何が示唆されるのかⅡ

　病院経営という観点では，医師によ
る診療のバラつき，他院との在院日数，

医療資源の投下状況の違いを可視化す
ることにより，診療内容を検討するた
めのツールとしても使うことができる．
　研究という観点では，特定疾患にお
ける診療実態・医療費の把握，検査の
結果値等も用いて治療における有効性
等を評価するためのツールとして使う
ことができる．
　また，NDB（レセプト情報・特定健
診等情報データベース）等のオープン
データでは，都道府県別・薬効別での
薬剤ランキング等を誰でも閲覧するこ
とができる．このように医療ビッグデー
タではさまざまな示唆を得られるが，
元々は請求等の別目的で生成された
データとなるため，目的を達成できな
いケースもある，という理解のもとで
データを使うことが重要となる．
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